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２．作成の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

❶ 推進組織の立ち上げ 

❷ 災害時支えあい台帳の取り組み方法の検討 

❸ 地域への広報啓発 

❹ 災害時支えあい台帳への登録希望者の取りまとめ 
 

❺ 要配慮者と支援者及び支援方法の決定 

❻ 今後の取り組み 

台帳は、組織的・継続的に進めていくことが必要です。そのため、日頃から地域で顔を

合わせており、協力体制が組める人々による推進組織が不可欠です。構成員は地域の

実情に合わせ、区関係者、民生児童委員、消防団などが想定されます。 

対象者の検討や、申請様式の検討、登録方法（申請書の配布・回収）の検討、情報の管

理方法の検討などを決定し、継続した取り組みになるよう要綱を作成します。 

災害時支えあい台帳の趣旨や内容を地域の方に知ってもらいましょう。 

・チラシを配布・回覧するなどの方法も効果的です。 

 

文書配布日や回覧などを活用してチラシや申請書を配布します。 

・記入済みの申請書は専用封筒に入れ、支区長・組長の協力などにより回収します。 

 

・提出された申請書に基づき、要配慮者の検討及び決定、台帳化を行います。 

・申請の無かった方への確認。支援者の決定を行います。 

・要配慮者の身体等の状況に配慮した災害時の個別避難支援計画を作成します。 

 

台帳を有効活用するためには、訓練を行うことも重要です。また、台帳の情報を地図に

落とし込んだ「支えあいマップ」も、地域の状況をひと目で把握するためには有効で

す。また、続的な運用には、継続的な啓発活動や更新作業が欠かせません。 

 

“ 災 害 時 支 え あ い 台 帳 の 進 め 方 ” 
 



 

３．台帳にかかわる推進組織の委員の選定 

４．台帳に関する様式（申請書等） 

【 推進組織の委員例 】 

区三役員、民生児童委員、消防団長、福祉運営委員長 

ボランティア団体長、支区長、高齢者クラブ会長、他 



 

５．区民への周知 

６．要配慮者の把握 



 

７．避難支援者の選定 

８．台帳への取りまとめ方法 

９．事業要綱の作成 

１０．日ごろの見守り活動について 



 

１１．災害時支えあいマップの作成 

２．台帳・マップの更新について 

１３．さいごに 

参考資料（関係様式） 

 



 

 
  



 

  



 

  



 

 

 

 



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

 

 



 



 

 



 



 



 



 



 

 



 


